
裏⾯には、「パブリックコメントの結果と第Ⅰ期基本計画（案）について」
を掲載しています。 

  愛西市教育委員会からのお知らせ（Vol.１１） 

愛西市教育委員会では、愛西市立小中学校の適正な規模等の検討並びに老朽化対策を進めてい

ます。今回（Vol.１１）は、「愛西市立小中学校適正規模等並びに老朽化対策の実現に向けた検討」

「パブリックコメントの結果と第Ⅰ期基本計画（案）について」を、お知らせします。 

（学校規模適正化課題検討委員会） 

  今後施策２～４に関し検討・協議を始めるにあたり、関係する小・中学校６校の教員の方々

により、年間の授業計画や部活動、校名・校歌・校章、事前交流など教育計画・学校運営等に

関すること、統合学校の校舎を始めとした学校施設・通学路等に関すること、地域と学校との

連携や防災拠点・地域コミュニティなど地域課題に関することなどについて、意見交換を行 

なっています。 

 ＜施策２＞現在の佐屋中学校と立田中学校の学区を１つの学区とし、 

現在の佐屋中学校の場所に A 中学校（仮称）を配置する。 

 ＜施策３＞現在の佐織西中学校と八開中学校の学区を１つの学区とし、 

現在の佐織西中学校の場所に B 中学校（仮称）を配置する。 

 ＜施策４＞現在の立田南部小学校と立田北部小学校の学区を１つの学区とし、 

現在の立田中学校の場所に C 小学校（仮称）を配置する。 

 

 令和６年３月 

〇愛⻄市⽴⼩中学校適正規模等並びに⽼朽化対策の実現に向けた検討 

小中学校の適正規模化や老朽化対策を進めるにあたり、今後、各施策の関係者で構成する準備

委員会（仮称）に、保護者や地域住民の代表者にも参画いただき、これまでに多くの皆様からい

ただいた課題の解決に向けて検討・協議を行なってまいります。 

この準備委員会（仮称）での検討・協議を円滑に進めるため、実際の教育環境をよく知る愛西

市立小中学校の教員の方々を委員とした、次の２つの委員会を設置し、検討・協議する事項や、

決めていくべき事項を洗い出し、要点の整理を進めています。 

 

引き続き、児童生徒にとってより良い教育環境となることを第一に、準備委員会（仮称）にお

いて協議を重ね、市民の皆さんに周知を図りながら、課題の解決に取り組んでまいります。 

（佐屋小学校老朽化対策検討委員会） 

  今後施策１に関し検討・協議を始めるにあたり、佐屋小学校の教員の方々により、現状の問

題点、具体的な課題や、理想とする教育環境などについて、意見交換を行なっています。 

 ＜施策１＞ 佐屋小学校の老朽化対策 

回 覧 



 

お問い合わせ先 愛⻄市教育委員会事務局教育部学校教育課  
0567-55-7136／gakko-kyoiku@city.aisai.lg.jp 

〇パブリックコメントの結果と第Ⅰ期基本計画（案）について 

令和６年１月９日から３１日まで、愛西市立小中学校適正規模等並びに老朽化対策基本計画【第

Ⅰ期：令和６年度～令和１３年度】（案）に関するパブリックコメントを実施したところ、期間内

にふれあい箱や FAX、メール等により、８２名の方から１３６のご意見をいただきました。 

本当にありがとうございました。 

いただいたご意見を踏まえ、下記のとおり第Ⅰ期基本計画（案）を修正、追記することを予定

しています。 

〈防災や保育、地域交流の場としての学校施設の役割について〉 

 第Ⅰ期基本計画（案）に記載のあ

る利点以外にも、利点があると考え

られるので、追記してほしいという

ご意見をいただきました。 

 第Ⅰ期基本計画（案）の 31 ページ 

【小規模小学校と中学校に 

共通してみられる傾向 

（利点）】に追記を予定 

しています。 

 「4.愛西市立小中学校適正規模等並

びに老朽化対策検討協議会からの提

案」として、永和中学校の追統合の検

討に関する内容が記載されており、永

和中学校の存続を不安視するご意見

を多数いただきました。 

 参考資料の各小中学校カルテにおいて、「永和

中学校は、生徒数の推移を注視し、過小規模校

となるまでに佐屋・立田統合中学校へ追統合す

る」を始めとする、「愛西市立小中学校適正規模

等並びに老朽化対策検討協議会からの提案」に

関する記述は削除します。 

いただいたご意見をふまえ、今後、第Ⅰ期基本計画を策定・公表し、準備委員会（仮称）等で、

様々な課題について協議していきます。 

今後の進捗状況については、これまで同様、チラシやホームページ等でお知らせしていきます。 

 第Ⅰ期基本計画（案）に、上記の

学校施設の役割に関する記載がな

いことについて、ご意見を 

いただきました。 

 学校施設が、防災、保育、地域の交流の場など、

様々な機能を併せ持つことは理解しています。地

域住民の十分な理解・協力のもと、地域とともに

ある学校づくりが成り立つと考えます。 

第Ⅰ期基本計画（案）の不足している部分につ

いて、追記を予定しています。 

第Ⅰ期基本計画（案）本文の主な変更

〈⼩規模⼩学校と⼩規模中学校に共通してみられる傾向（利点）について〉 

第Ⅰ期基本計画（案）参考資料の主な変更点 

〈第Ⅰ期基本計画（案）の参考資料、⼩中学校のカルテに関する部分について〉 


